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机の上の さな変革小
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かどうか」や「中に水を溜め込んでいるかどうか」など
色々考えられると思います。
　さあ続いて、今度はみなさんそれぞれの主観的な価値
にフォーカスして分類をしてみてください。主観的な価
値とは、たとえば「持っている・いない」であったり、「ほ
しい・ほしくない」といったものでも構いません。何か
基準を決めて分類をはじめてみてください。

視点が関係づける

　今回みなさんには、物の集合に対して、いくつかの切
り口で分類をしてもらいました。切り口とはつまり、視
点です。並んでいる物を、いかに多様な、しかも少し違
った視点で眺めるかを決めることが重要になってきま
す。ポイントは、同じものにも複数の切り口を与えるこ
とができるし、切り口を変えることで物事の捉え方が大
きく変わる、というところです。
　私たちは、日常的にある物事に特定の属性をつけて見
ています。たとえばバナナに対して、普通は果物といっ
たカテゴリーで分類していますが、そこにもし「扱うと
きに１回剥がす動作をするもの」といった分類の仕方が
できると、バナナと絆創膏を同種のものとして捉えるこ
とができます。
　このように、分類の練習をすることで新しい視点を手
に入れ、無関係なものを結びつけていくと、新しい発想
や着眼ができるのです。

　今回は「分類」をテーマに皆さんと一緒に色々考えて
いければと思っています。早速ですが、これから示す
20個の物について、「回転運動をするもの・しないもの」
という切り口で、２つのグループに分けてほしいと思い
ます。それでは、お願いします。

ボールペン、パンダ、爪切り、ソファー、消防車、ゴ
ミ箱、プール、ネジ、コピー機、カーテン、バナナ、
踏切、紙コップ、チューインガム、ティッシュペーパー、
雑誌、自転車、アジサイ、ふせん、マイク

▪　▪　▪　▪　▪　

　いかがですか？　捉え方によっては、ボールペン（ペ
ン先にボールがあります）やパンダ（腕や体を回転させ
ています）なども回転するものに入れていくことができ
そうですね。
　それでは今度は、みなさんが自由に切り口を決めて上
記の物について分けてもらいたいと思います。いきなり
自由に決めるとなると難しいと思うので、まずは素材や
構造に関連した切り口を１つ考えて、分けてみてもらえ
ますでしょうか。それでは、お願いします。

▪　▪　▪　▪　▪　

　さて、どうでしょう。みなさんどんなテーマで分類を
したでしょうか。素材や構造となると、たとえば「紙製
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